
数鹿流ヶ滝 

黒川と合流した白川は、立野火口瀬
か こ う ぜ

を急流で流下して段丘状
だんきゅうじょう

の河谷
か こ く

を刻みながら田

畑の間を流下します。白川の中流部に位置するこの区間は、河床材料に玉石や砂礫等を

多く含んで瀬と淵が交互に現れ、大きな蛇行
だ こ う

を繰り返しています。魚類等では瀬と淵を

好むオイカワやカワムツ、モクズガニ等が生息し、水裏
みずうら

の砂礫地にはツルヨシ等の植物

が繁茂
は ん も

しています。また、河岸に点々と分布する雑木林
ぞうきばやし

や竹林
ちくりん

付近には、河岸の崖
がけ

に営巣
えいそう

するカワセミが生息しています。また、熊本市に入る弓削橋付近から下流では河岸に、

鳥類の生息場となっているムクノキ群落やエノキ群落などの河畔林が見られ、河岸は自

然の形態で残る動植物の良好な生息・生育空間となっています。 
か が ん だんきゅう せんじょうち

鮎返ノ滝 
阿蘇北向谷原始林 

２．２ 河川環境及び河川利用の現状と課題 

2.2.1 河川環境 

① 動植物の生息・生育環境 
阿蘇の裾野

す そ の

から出る清浄
せいじょう

な流れを集める白川上流部は阿蘇カルデラ内にあって、その

全域が阿蘇くじゅう国立公園に指定されています。白川は阿蘇カルデラの南に位置する

南郷谷
なんごうだに

をやや急な河床勾配で流下して、阿蘇カルデラの北に位置する阿蘇谷
あ そ だ に

を比較的緩

やかな勾配で流下する黒川と立野で合流します。白川には「日本名水百選」に選ばれた

「白川水源」があり，黒川合流点付近の断崖
だんがい

を形成する斜面にはウラジロガシやアカガ

シ等が自生し、国の天然記念物となっている「北向谷
きたむきたに

原始林
げ ん し り ん

」が広がっています。この

阿蘇地方での白川・黒川は河床材料に砂礫
さ れ き

や砂利
じ ゃ り

を多く含んで瀬
せ

と淵
ふち

が交互に現れ、砂

礫地にはツルヨシ等の植生が見られ、きれいな水質を好むサワガニやタカハヤ、オイカ

ワなどが生息しています。また、黒川では多様な生態系を形成する旧河川が残り、オヤ

ニラミなども生息し、野鳥の生息場となっているメダケなどの河畔林が多く見られます。 
その後、白川と黒川はそれぞれ鮎返ノ滝

あゆがえりのたき

、数鹿
す が

流ヶ滝
る が た き

を流下して、立野で合流するま

での間は両岸に岩肌を露出
ろしゅつ

した断崖
だんがい

渓谷
けいこく

になっています。 

河岸段丘を形成する中流部を過ぎた白川は、熊本平野に出て扇状地を形成し人口 65
万人を抱える熊本市の中心市街部を貫流

かんりゅう

します。この熊本市街部付近では河床勾配も緩

やかで、比較的緩やかな流れとなり、上流側から泰平橋
たいへいばし

付近までは瀬と淵が交互に現れ

て、河床材料は砂や礫を主体として水裏部などの緩流部
かんりゅうぶ

にヨナが堆積
たいせき

し、泰平橋から下

流側は三本松堰
さんぼんまつぜき

の湛
たん

水域
すいいき

となっています。市街部沿川には緑地公園などを中心に人工的

に植樹された樹木が樹林帯を形成し、河道内の砂礫州
さ れ き す

にはツルヨシが、また細粒
さいりゅう

土砂
ど し ゃ

ぐんせい

の

堆積する場所にセイバンモロコシなどが群生しています。魚類についてはオイカワが多
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く見られ、淵を好むコイやギンブナ、早瀬
や せ

・平瀬
ひ ら せ

を餌場とするカマツカやアユが生育し

ています。鳥類は市街部や住宅地にツバメやスズメ、ムクドリ、ドバトなどが多く見ら

れ、また、堰の湛水域ではダイビングで採餌するカワセミや、魚類などを捕獲するミサ

ゴなども見られます。 
熊本市街部を流下する

ふち は え さ ば

さ い じ ほ か く

と流れは穏やかになり、固定堰
こ て い ぜ き

である十八口堰
じゅうはちぐちぜき

、井
い

樋山堰
びやまぜき

によ

る
かんちょう

こうすいじき ひ が た

い ぞ ん

せいそく   せいいくくうかん

同時に、

流
せいたいけい はいりょ

然に近いイ

メ
せいそくかんきょう みずぎわ しょくせい

せいたいけい

そじょう こ う か せいそくかんきょうてき

がた

を保全・復元するため、自然河岸の再生や魚が自由にの

ぼ
ぎょかいるい ていせいせいぶつ

か だ い

湛水区間を経て感 潮区間となり、干満の差の大きい有明海に注ぎます。この河口部

は広い高水敷が広がり、干潟を形成しています。河口付近での植生は主にアイアシやオ

ギが見られ、セイバンモロコシが群生し、また、魚類では干潟にムツゴロウが生息し、

サッパやマゴチなどの海水に依存する魚類が多数見られ、鳥類では干潟部にシギ、チド

リ類が、ヨシ原にはオオヨシキリやチュウヒ、コサギ等が生息しています。 
このように、白川は多様な動植物の重要な生息・生育空間となっていると

域における生息・生育の場を構成する重要な要素ともなっています。 

一方、平成 11 年度に実施したアンケート結果では「生態系に配慮した自

ージ」の整備を望む意見（平成 11 年（1999）住民アンケート）が多く、具体的には

「昔の川らしさを取り戻せるように、魚の生息環境の整備や水際の植生の復元を行い、

河川内の生態系の改善に努めてほしい」という意見が多数寄せられています。白川に

はいくつかの堰
せき

があるため、アユなどの回遊魚がのぼりくだり出来ず、また、単調な

河岸のためアユなどの遡上・降下や魚の生息環境的にも十分な環境を有しているとは

言い難い状況にあります。 

このため、多様な生息環境

りくだりできる施設整備、魚介類や底生生物の多様な生息環境の改善等が、今後の

白川づくりの大きな課題といえます。 

 

セイバンモロコシ 

カワセミ 

オギ 

コサギ 
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② 景観
けいかん

 

白川は上流に阿蘇くじゅう国立公園を控え、市街部下流
し が い ぶ か り ゅ う

には立田山
た つ た や ま

や熊本城をはじ

めとした歴史的価値の高い史跡
し せ き

も多く、河川沿いの樹木
じゅもく

がこれらと相
あい

まって雄大
ゆうだい

で落

ち着きのある景観を創り出しています。これらは重要な観光資源
か ん こ う し げ ん

であると同時に、地

域住民の財産でもあり、できる限り次世代
じ せ だ い

へ引き継いでいくことが望まれます。 
地域毎に見ても、阿蘇白川は周辺の自然に溶け込む川の景色を保ち、景観の保全が

求められます。中流でも河岸段丘
かがんだんきゅう

を流れる自然河川の風景が残されており、今後もそ

の自然景観
し ぜ ん け い か ん

の維持が望まれます。また、市街部では都市空間を流れる川として、周辺

の都市景観、立田山、樹木、水辺
み ず べ

が創り出す都市河川の景観、下流では広場や樹木群
じゅもくぐん

、

ゆったりとした川面が創り出している景観を今後進められる洪水対策
こうずいたいさく

と合せてどのよ

うに保全していくかが課題です。 
特に、熊本市街部において、浚渫等

しゅんせつとう

による抜本的
ばっぽんてき

な治水対策
ち す い た い さ く

は河床安定のため河口

から上流まで浚渫が必要であること、既設固定堰等の改築が必要であることから、多

くの時間・費用を要するため難しく、築堤による方式でなければ、洪水処理能力
こうずいしょりのうりょく

を向

上させることが期待できない状況にあります。一方、熊本市街部に位置する子飼橋
こ か い ば し

か

ら長六橋間
ちょうろくばしかん

は河川沿いに樹木が立ち並び、特に大甲橋
たいこうはし

から上流側を望む景観は、大木

を含む川沿いの樹木群とそれを映し出す白川、その向こうに立田山
た つ た や ま

を望み、都市空間

において安らぎを与えてくれる景観として、あるいは熊本市の象徴的
しょうちょうてき

な景観として多

くの地域住民に親しまれています。このため築堤
ちくてい

にあたっては治水上の安全を確保し

つつ、この樹木群を保全し新たな景観をどのように作り上げていくかが重要な課題と

なっています。また、都市景観
と し け い か ん

との調和も白川の景観づくりの大きな課題となってい

ます。 
     
   

 

 

 

 

 

 

 

 

たいこうばし めいごばし たいこうばしかん
 熊本市街部 大甲橋から上流側のながめ 熊本市街部 明午橋～大甲橋間の河道のようす 
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③ 水質 

白川の水質については、調査結果によると BOD75%値については渇水状態
かっすいじょうたい

であった平

成 6，7 年（1994，1995）を除くとおおむね 3mg/l 以下であり、アユなどの生息には支

障はないといえます。 

また、近年大腸菌群
だいちょうきんぐん

は平成 6 年頃からおおむね減少する傾向にあります。 

なお、環境基準類型は、 

・妙見橋：AA 類型 ・吉原橋：A 類型 ・小島橋：B 類型 

・白川合流前：A 類型  ・代継橋：B 類型    

となっています。 

水質を悪化させる原因としては、家畜のし尿
にょう

、生活排水
せいかつはいすい

、産業排水
さんぎょうはいすい

などが考えられ

ますが、良好な水質を満足していくためには、自治体をはじめ流域全体
りゅういきぜんたい

で

生活雑排水対策等
せいかつざつはいすいたいさくとう

にとりくんで行く必要があります。たとえば、現在とりくみ中である

流域別下水道総合整備計画については、引き続き計画を推進する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 白川合流前 
 
 
 
 
 妙見橋 
 

吉原橋  
 
 代継橋 代継橋 
 
 
 
 
 

 

小島橋 
水質観測所位置図 
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代表地点における水質調査結果 

 

 
 

出典：水質調査報告書（熊本県） 
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2.2.2 河川空間の利用 

白川は、昔から大きな被害を及ぼす洪水氾濫
こうずいはんらん

が多く、住民は親しみやすい川と言うよ

りも、むしろ恐
おそ

ろしい川というイメージを持っています。また、白川の度重なる氾濫と

土砂堆積で作られた扇状地に熊本市が発達しており、河川改修においては、人々の利活用
り か つ よ う

を可能にするような川幅を確保する余裕がない中で治水対策に重点を置いた整備が進め

られてきました。その結果、「水辺
み ず べ

で遊べそうもない」「川に近づきにくい」「水辺を散策
さんさく

できない」など（平成 11 年（1999）住民アンケート）、白川が住民の生活と乖離
か い り

してい

て、利活用が十分できない状況となっています。平成 9 年（1997）度に建設省（現国土

交通省、以下同じ）が建設省管理区間（河口～上流 17.3km）で行った調査によると年間

の河川空間利用者数は約 74 万人（河川水辺の国勢調査「平成９年度白川水系河川空間利

用実態調査」）と推定され、熊本市の人口約 65 万人（平成 9 年（1997））から見た年間

平均利用者数は 1.1 回となります。利用形態別では散策が 84%と最も多く、釣りが 9%、

スポーツが 5%、水遊びはわずか 2%となっており、利用場所別でも高水敷が 89%、水面、

水際は 11%となっています。すなわち、人口の多い都市の中にありながら利用の頻度は

低く、特に水辺での利用状況は低くなっています。今後の白川の整備にあたっては、白

川と住民のつながりを深め、多くの人々が親しみ、参加できる川づくりを実現する必要

があります。 
また、ゴミの投棄

と う き

、農作物や刈り取った雑草の廃棄
は い き

、廃材や車・自転車等の不法投棄
ふ ほ う と う き

、

犬の糞
ふん

の放置、騒音行為
そ う お ん こ う い

や非行行為
ひ こ う こ う い

といった迷惑行為
め い わ く こ う い

が見受けられます。これらの問題

に関しては、地域住民も「住民のモラルが欠如
けつじょ

している」と認識
にんしき

しており（平成 11 年

（1999）住民アンケート）、白川を美しく保つと同時に、人々が白川と結びついて住民参

加の川づくりを進めていくことが必要です。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

ドントヤ           釣り（H9.7.27 16k500 左岸） 

 

スポーツ（H9.5.19 16k500 左岸）    水遊び（H9.5.5 15～16K） 
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2.2.3 水の利用 

白川沿川は地下水
ち か す い

が豊富で、熊本市を中心とする約 90 万人の飲料水をまかなっていま

す。農業
のうぎょう

用水
ようすい

や発電用水
はつでんようすい

としては、白川からの取水
しゅすい

があるものの、農 業
のうぎょう

用水
ようすい

の中には地

下水によるものも多くあり、また、河川水に鉄分
てつぶん

が多く含まれ、工 業
こうぎょう

用水
ようすい

としては、あ

まり適さないため、白川からの取水はほとんどありません。 

白川における河川水
か せ ん す い

の適正な利用を考えるにあたっては、地下水量との関係を含めて

考える必要があります。地下水
ち か す い

については、阿蘇から熊本平野に向かう、この地域特有

の水循環
みずじゅんかん

があると言われていますが、その量については十分な解明はなされていません。

したがって、この水循環
みずじゅんかん

に関する調査・研究の結果を踏まえて、河川水
か せ ん す い

の適正な利用に

ついて検討する必要があります。 

白川周辺での水利用
み ず り よ う

は豊かな地下水に支えられて、比較的安定していると言えますが、

平成 6 年（1994）における渇水時
かっすいじ

には農業用水の取水に支障を来たしています。河川水

が異常に少なくなると、農 業
のうぎょう

用水
ようすい

のみならず、河川内に棲
す

む生物の生息
せいそく

環 境
かんきょう

にも影響

が及び、漁業関係にも支障を与えることとなります。 

これまでの河川流量観測値
かせんりゅうりょうかんそくち

からも、比較的
ひかくてき

頻繁
ひんぱん

に河川流量
かせんりゅうりょう

が低下する年があり、平成 6

年のような異常
いじょう

渇水
かっすい

は今後も発生することが十分あると考えられます。したがって、異常
いじょう

渇水時
かっすいじ

の対処方法について検討しておく必要があります。 
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2.2.4 水
みず

循 環
じゅんかん

（地下水） 

熊本市を中心とする約 90 万人の飲料水をまかなうほどの豊かな地下水
ち か す い

は、阿蘇外輪山
あ そ が い り ん ざ ん

西麓側
せいろくがわ

の水循環
みずじゅんかん

により供給されています。すなわち、菊池台地南部の合志川流域～白川

中流域を涵養源
かんようげん

として、ここに降った雨水が阿蘇
あ そ

火砕流
かさいりゅう

堆積物中
たいせきぶつちゅう

を地形
ち け い

に沿って流れ、

熊本市東南部地下にある砥川
と が わ

溶岩
ようがん

と呼ばれる多孔質
たこうしつ

で割れ目が発達した溶岩に蓄えられ

ます。この砥川
と が わ

溶岩
ようがん

には豊富な地下水が蓄えられており、熊本地域の主要な水源となっ

ています。近年、湧水量の減少や地下水位の低下が見られ、地下水の貯 留 量
ちょりゅうりょう

が減少し

ていると考えられています。地下水量の減少により、飲料水など利水への影響、生態系

への影響、湧水量の減少、親水機能の低下、水辺景観の悪化の一因となることが懸念
け ね ん

さ

れます。また、水質についても硝酸性
しょうさんせい

窒素
ち っ そ

の増加傾向が見られます。現時点では、地下
ち か

水 量
すいりょう

減 少
げんしょう

の原因は特定されていませんが、水量減少については都市化の進展による

不浸透域
ふしんとういき

の拡大や、水田をはじめとする涵養域
かんよういき

ならびに涵養量
かんようりょう

の減少などが考えられて

います。 

地下水量は、地下水の汲み上げ量はもちろん、白川からの農業用水等の取水量や、白

川の流量とも連動しています。今後、地下水
ち か す い

涵養
かんよう

や地下水
ち か す い

流 動
りゅうどう

など水循環の仕組みにつ

いて検討し、白川の河川水と地下水の健全な水循環
みずじゅんかん

の維持にとりくむことが必要と思わ

れます。 

 

                          

 

 

 

地

砥川溶岩 

（出典：熊本地域

 

 20
下水位は、平成 5 年 10 月測定値 

熊本の地下水
水循環研究会 検討結果概要） 




